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―団子さし―
川原田地域資源保全会

「団子さし」とは、
ミズキの枝に、団子
や縁起の良い鯛や米
俵、大判小判などの
形 を し た 飾 り を つ
け、今年一年の無病
息災や豊作を願う伝
統行事です。

令和５年第４回定例会
������� Ｐ2～Ｐ3
　補正予算・条例
　陳情・人事案件

一般質問（議員6名）
������� P4～P10
・役場庁舎外構工事について
・ふるさと納税について
・第6次総合振興計画の施策
　について
・農政について

・安全・安心して暮らせる
　村づくりについて
・農道整備について

行政報告・活動報告
��������� Ｐ11

ご長寿さん・議会のうごき
��������� Ｐ12

QRコードをスマホな
どで読み取り、議会
動画がご覧いただけ
ます。



議会だより　R6.２

一般会計補正予算一般会計補正予算
8,8, ７７９０９０万２千円増額を議決万２千円増額を議決

　

第
４
回
議
会
定
例
会
は
、

12
月
１
日
か
ら
６
日
ま
で

の
６
日
間
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
定
例
会
は
、
条
例
の

一
部
改
正
３
件
、
変
更
契

約
１
件
、
補
正
予
算
８
件

が
村
長
か
ら
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
人
事
案
件
１
件
が

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

８
，
７
９
０
万
２
千
円
を

追
加
補
正
し
、
予
算
総
額

４
０
億
２
，
３
２
１
万
円

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の　

　

国
庫
支
出
金
３
，

８
８
７
万
４
千
円
、
県
支

出
金
１
３
３
万
１
千
円
、

繰
入
金
４
，
１
１
５
万
１

千
円
、
諸
収
入
６
５
４
万

６
千
円
を
増
額
補
正
し
ま

○一般会計及び特別会計� 単位：千円

村
長
か
ら
、
陳
情
の
採
択

に
伴
う
意
見
書
の
発
委

案
２
件
が
、
総
務
教
育
常

任
委
員
会
委
員
長
か
ら
追

加
提
案
さ
れ
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
６
名

の
議
員
が
登
壇
し
、
役
場

庁
舎
外
構
工
事
等
に
つ
い

て
、
村
政
に
つ
い
て
様
々

な
質
問
を
し
ま
し
た
。

第４回議会定例会

し
た
。

〇
総
務
費　

物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
事
業　

２
，

５
０
０
万
円

〇
民
生
費　

価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金　

２
，

４
５
０
万
円

〇
衛
生
費　

新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
費
負

担
金
返
還
金�

１
，１
６
６

万
１
千
円

　

特
別
会
計
補
正
予
算

は
、
５
会
計
の
増
額
補
正

を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
主
な

も
の
と
し
て
、
介
護
保
険

特
別
会
計
で
介
護
給
付

費
準
備
基
金
積
立
に
１
，

１
６
３
万
８
千
円
の
増
額

補
正
を
し
ま
し
た
。

　

事
業
会
計
補
正
予
算
は
、

２
会
計
の
増
額
補
正
を
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
主
な
も
の

と
し
て
、
簡
易
水
道
事
業

会
計
で
配
水
管
更
新
工
事

等
に
５
，
５
５
５
万
円
の

増
額
補
正
を
し
ま
し
た
。

会 計 区 分 補 正 前 の 額 補 正 額 補 正 後 の 額

一 般 会 計 3,935,308 87,902 4,023,210 

国 民 健 康
保 険 特 会 560,798 24,665 585,463 

土 地 造 成
事 業 特 会 38,710 343 39,053 

墓 地 特 会 3,402 144 3,546 

介護保険特会 527,030 36,140 563,170 

後 期 高 齢
医 療 特 会 51,099 252 51,351 

〇事業会計 単位：千円

会計区分 補正前の額 補正額 補正後の額

簡易水道

事業

収益的 収入 179,006 719 179,725 

支出 202,595 135 202,730 

資本的 収入 86,242 63,766 150,008 

支出 122,967 64,350 187,317 

農業集落

排水処理

事業

収益的 収入 296,735 818 297,553 

支出 252,990 234 253,224 

資本的 支出 168,065 584 168,649 

歳
入
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

議
決
さ
れ
た
補
正
予
算
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議会だより　R6.２

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　
　

人
事
院
及
び
福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
伴
い
、

本
村
条
例
に
つ
い
て
の
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
審
議
結
果　
原
案
可
決

◆
中
島
村
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
連
条
項

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
審
議
結
果　
原
案
可
決

◆
中
島
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
　

全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を

構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
に
伴
い
、
産
前
産
後
に
係
る
所
得
割
及
び

均
等
割
保
険
税
の
軽
減
を
行
う
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
審
議
結
果　
原
案
可
決

議
決
さ
れ
た
条
例

そ
の
他
の
議
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

◆
中
島
村
役
場
整
備
事
業
庁
舎
建
築
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

契
約
の
金
額

　

変
更
前

　
　

４
億
９
，
８
３
０
万
円

　

変
更
後

　
　

５
億
２
，
５
６
６
万
４
千
７
百
円

　
　

中
島
村
役
場
整
備
事
業
庁
舎
建
築
工
事
に
つ

い
て
、
基
礎
改
良
及
び
議
会
事
務
局
雨
漏
り
工
事
、

外
壁
修
繕
等
の
変
更
が
生
じ
、
11
月
８
日
に
仮
変

更
契
約
を
締
結
し
た
。

◆
同
意
し
た
人
事

　
◇
中
島
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

令
和
６
年
１
月
３
日
を
も
っ
て
教
育
委
員
会
委
員

の
任
期
満
了
を
迎
え
る
が
、
引
き
続
き
任
命
す
る

た
め
議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
た
も
の

　
　
審
議
結
果
　
原
案
可
決

氏　

名

　

小
室　

隆
一
氏

　
　
　
　

（
代
畑
）

※
任
期
は
令
和
６
年
１
月
４
日
か
ら
４
年

人
事
案
件

請
願
・
陳
情

◆
健
康
保
険
証
廃
止
の
中
止
を
求
め
る
陳
情

 

（
福
島
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会 

会
長 

佐
藤　

和
久
）

◆
す
べ
て
の
医
療
・
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
と
人

員
増
を
求
め
る
陳
情

 

（
福
島
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会 

執
行
委
員
長

　

 

高
橋　

勝
行
）

　
　

陳
情
の
あ
っ
た
２
件
に
つ
い
て
は
、
総
務
教
育

常
任
委
員
会
へ
付
託
、
委
員
会
で
審
査
後
、
本
会

議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
。
委
員
会
で
は
、
意
見

書
を
本
会
議
に
追
加
議
案
と
し
て
提
出
し
、
可
決

さ
れ
た
。
意
見
書
は
、
関
係
行
政
機
関
へ
提
出
さ

れ
た
。
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防
犯
灯
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
住
民
の
安

心
・
安
全
の
た
め
設
置

し
て
い
る
も
の
と
、
村

民
の
方
々
も
認
識
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
、

子
供
た
ち
の
通
学
路
や

集
落
内
へ
の
設
置
が
、

特
に
重
要
な
場
所
と
考

え
る
。  

　

そ
こ
で
次
の
点
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

答 小林　均 議員

村民に親しまれる、誰にでも利用しやすい
場所となるよう、検討している。

問 役場庁舎の外構工事に関する役場庁舎の外構工事に関する
計画は？計画は？

　
　
　

役
場
庁
舎
外
構

　
　

工
事
の
計
画
の
中

で
、
以
前
私
が
一
般
質

問
で
提
案
し
た
な
か
じ

ぞ
う
の
等
身
大
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
設
置
の
件
で
す

が
、
村
長
は
、
村
民
に

親
し
ま
れ
る
役
場
庁
舎

に
し
た
い
の
で
、
検
討

し
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
に
検
討
し
て
き

た
の
か
。

役
場
庁
舎
前
の

書
類
倉
庫
兼
車
庫

が
、
外
構
敷
地
の
４
分

の
１
く
ら
い
の
面
積
を

占
め
て
、
大
変
目
障
り

に
感
じ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
。

　

な
か
じ
ぞ
う
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
設
置
に
つ
い
て
、
な

か
じ
ぞ
う
は
、
村
民
は
も

と
よ
り
村
外
の
方
か
ら
も

親
し
ま
れ
、
村
の
Ｐ
Ｒ
に

大
い
に
活
躍
し
て
お
り
、

今
回
の
外
構
工
事
に
お
い

て
も
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
現
在
、
外
構
全

体
の
設
計
中
で
、
ど
の
よ

う
な
形
に
す
る
か
は
決
ま

っ
て
い
な
い
が
、
庁
舎
を

含
め
、
村
民
に
親
し
ま
れ
、

誰
に
で
も
利
用
し
や
す
い

村　

長

場
所
と
な
る
よ
う
、
な
か

じ
ぞ
う
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

利
用
を
含
め
、
検
討
し
て

い
る
。

　

県
道
沿
い
の
建
物
が
撤

去
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

敷
地
を
分
断
す
る
よ
う
な

形
と
な
っ
て
い
る
。
以
前

は
、
タ
ン
ク
車
倉
庫
と
し

て
、
現
在
は
、
書
類
倉
庫

兼
車
庫
と
し
て
利
用
し
て

い
る
が
、
今
後
は
、
書
類

倉
庫
等
を
別
の
場
所
に
設

置
し
、
既
存
の
倉
庫
等
は

撤
去
す
る
予
定
で
す
。

　

防
犯
灯
の
設
置
は
、
通

学
路
や
集
落
内
に
お
い
て
、

暗
が
り
と
な
る
よ
う
な
箇

所
の
危
険
性
を
踏
ま
え
、

重
点
的
に
設
置
を
行
っ
て

い
る
。

　

設
置
基
準
は
、
道
路
に

面
し
て
い
る
な
ど
の
要
件

は
あ
る
が
、
行
政
区
か
ら

の
要
望
を
基
に
検
討
し
、

設
置
を
進
め
て
い
る
。

  

防
犯
灯
の
設
置
数
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
度
当

初
に
お
い
て
約
6
2
0
基

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
行

政
区
に
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
も
の
が
約
6
0
0

基
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら

の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、

　

電
気
代
は
、
補
助
の
関

係
で
行
政
区
よ
り
報
告
を

受
け
て
お
り
、
防
犯
灯

の
電
気
量
が
整
理
さ
れ

た
も
の
か
ら
集
計
す
る

と
、
令
和
４
年
度
に
お
い

て
は
約
3
0
0
基
で
、
約

1
2
0
万
円
ほ
ど
で
あ

り
、
１
基
当
た
り
年
間
約

4
,

0
0
0
円
の
料
金
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
４
年

度
に
お
い
て
は
、
電
気
料

高
騰
に
よ
り
、
例
年
よ
り

１
基
当
た
り
年
間
5
0
0

円
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
。

村　

長

村　

長

村　

長

村　

長

設
置
基
準
は
あ
っ

て
設
置
し
て
い
る

の
か
。

村
内
の
防
犯
灯

設
置
に
対
し
て
必

要
箇
所
を
把
握
し
て
い

る
の
か
。

防
犯
灯
に
か
か

る
電
気
代
は
年
間

ど
の
く
ら
い
か
。

答 行政区からの要望を基に検討し、設置
を進めている。

問 防犯灯の設置基準は？防犯灯の設置基準は？

図
面
上
に
よ
り
管
理
を

行
っ
て
い
る
。
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ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

厳
密
に
は
寄
附
の
一
種
で
、

日
本
の
税
制
の
寄
附
金

控
除
を
活
用
し
た
制
度
で
、

国
民
が
好
き
な
自
治
体
を

選
ん
で
寄
附
で
き
る
制
度

で
す
。　
　
　

　

さ
て
、
福
島
民
報
新

聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

2
0
2
2
年
度
ふ
る
さ
と

納
税
の
記
事
に
、
県
内
11

市
町
村
、
赤
字
と
見
出
し

が
あ
り
ま
し
た
。
本
村
は
、

そ
の
表
中
欄
の
寄
附
額
と

控
除
額
の
差
が
マ
イ
ナ
ス

で
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ

村　

長

本村のふるさと納税が赤字と本村のふるさと納税が赤字と
新聞掲載された内容は？新聞掲載された内容は？

答 村へのふるさと納税の寄附額から、村民の方が他自治体を応援した寄附額
から税控除される額を差し引いた額が、マイナスと表記されたもの。

問

福
島
民
報
社
の

掲
載
さ
れ
た
記
事

の
中
で
、
2
0
2
2
年

度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
額
が
2
0
2
万
に

対
し
て
、
2
0
2
3
年

度
の
控
除
額
が
4
0
5

万
、
差
額
2
0
3
万
の

赤
字
と
掲
載
さ
れ
て
い

た
が
、
な
ぜ
赤
字
に
な

っ
た
の
か
。

れ
は
、
2
0
2
2
年
度
の

村
を
応
援
し
て
い
た
だ
い

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
額
が
2
0
2
万
円
。
同

じ
2
0
2
2
年
度
に
、
村

民
の
方
が
他
自
治
体
を
応

援
し
た
寄
附
額
か
ら
税
控

除
さ
れ
る
額
が
4
0
5
万

円
。
そ
の
差
額
が
マ
イ
ナ

ス
2
0
3
万
円
と
表
記
さ

れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
計

算
は
、
単
純
に
村
へ
頂
い

た
寄
附
額
と
、
本
来
、
村

に
収
め
て
い
た
だ
け
る
住

民
税
額
を
比
較
し
た
数
字

　
　

今
後
も
、
我
々

　
　

議
会
に
お
い
て
も
、

中
島
村
ふ
る
さ
と
納
税

の
啓
蒙
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
村

も
さ
ら
な
る
特
産
品
や

返
礼
品
の
工
夫
を
凝
ら

し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
な
が
る
企
画
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

意見

向井　勝治議員

で
あ
る
た
め
、
本
質
的

な
差
額
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
2
0
2
2
年
度
の
本

村
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

額
2
0
2
万
円
中
、
積

立
額
は
約
99
万
円
で
す
。

2
0
2
2
年
度
に
、
ほ
か

の
自
治
体
に
ふ
る
さ
と
納

税
を
し
て
、
住
民
税
等

の
税
控
除
さ
れ
る
額
が

4
0
5
万
円
と
算
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
4
0
5
万

円
は
、
地
方
交
付
税
の
対

象
自
治
体
で
あ
る
本
村
は
、

住
民
税
の
減
少
分
の
う
ち

75
％
分
が
交
付
税
で
補
塡

さ
れ
る
制
度
が
あ
る
た
め
、

計
算
式
に
当
て
は
め
る
と
、

対
象
額
は
3
1
7
万
円
に

な
り
ま
す
。
そ
の
75
％
に

当
た
る
約
2
3
0
万
円
が

交
付
税
措
置
さ
れ
、
村
に

補
塡
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

こ
の
地
方
交
付
税
制
度
の

計
算
式
を
用
い
て
試
算
し

た
差
額
は
、
マ
イ
ナ
ス
で

約
66
万
円
と
な
り
ま
す
こ

と
、
理
解
願
い
ま
す
。

　

本
村
は
他
自
治
体
に
比

べ
、
返
礼
品
を
取
り
扱

え
る
事
業
所
数
が
少
な

く
、
地
元
特
産
品
や
加
工

品
の
品
数
も
多
く
な
い
こ

と
か
ら
、
返
礼
品
の
品
数

が
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
で
も
本
村
を
応

援
し
、
寄
附
を
し
て
い
た

だ
け
る
皆
様
方
に
、
深
く

感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
、
大
勢
の
方
々
よ
り

応
援
し
て
い
た
だ
け
る
村

づ
く
り
を
、
村
民
の
皆
様

と
共
に
手
を
取
り
携
え
な

が
ら
、
よ
り
一
層
の
推
進

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

横浜市でのPRイベントの様子
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議会だより　R6.２

答 藤田　利春 議員
組織編制については、全体的に見直し等を行いな
がら、より効果的に業務が遂行できるよう検討する。

問
村の基幹産業である農業の高齢化、後継者村の基幹産業である農業の高齢化、後継者
不足等の問題を解消するため、新しい課（専不足等の問題を解消するため、新しい課（専
門部署または農林課）の設置の考えは？門部署または農林課）の設置の考えは？

　
　
　

村
の
基
幹
産
業

　
　

で
あ
る
農
業
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
等

の
問
題
を
解
消
す
る
た

め
、
新
し
い
課
の
設
置

の
考
え
は
。

農
業
者
へ
の
新

ニ
ー
ズ
情
報
共
有

施
策
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

農
業
経
営
者
同

士
の
総
合
援
助
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

消
火
栓
の
増
設

を
計
画
的
に
行
う

う
考
え
は
。

保
育
所
の
安
全

対
策
南
側
道
路
前

フ
ェ
ン
ス
の
設
置
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

保
・
小
・
中
学
校

及
び
各
行
政
機
関

へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
早

急
な
設
置
が
必
要
で
は
。

担
い
手
へ
の
村

独
自
の
政
策
は
。

　

組
織
編
制
に
つ
い
て
は
、

全
体
的
に
見
直
し
等
を
行

い
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的

に
業
務
が
遂
行
で
き
る
よ

う
、
検
討
し
て
い
く
。

村　

長

　

国
が
進
め
る
農
業
Ｄ
Ｘ

や
ス
マ
ー
ト
農
業
、
支
援

事
業
、
先
進
地
事
例
な
ど

の
情
報
を
、
農
業
経
営
者

の
皆
様
へ
、
迅
速
に
、
正

確
に
、
丁
寧
に
届
け
ら
れ

る
、
村
な
ら
で
は
の
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　

政
府
機
関
で
あ
る
国
や

県
の
農
業
シ
ス
テ
ム
の
情

報
、
さ
ら
に
、
農
業
関
連

組
織
で
あ
る
Ｊ
Ａ
等
の
農

業
支
援
事
業
や
制
度
の
案

内
な
ど
、
様
々
な
農
業
経

営
に
関
す
る
情
報
を
、
速

や
か
に
提
供
で
き
る
体
制

づ
く
り
の
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

　

地
域
や
消
防
団
か
ら
の

要
望
を
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
既
存
消
防
水
利
の
位

置
、
必
要
と
な
る
水
道
管

の
敷
設
状
況
を
み
な
が
ら
、

今
後
も
段
階
的
に
設
置
を

進
め
て
い
く
。

　

現
在
、
生
垣
で
の
安
全

対
策
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
枝
が
少
な
い

箇
所
に
つ
い
て
は
、
金
網

や
ネ
ッ
ト
で
の
補
修
を
行

っ
て
い
る
。　
　

　

中
島
村
水
田
利
活
用
促

進
事
業
や
、
農
地
流
動
化

推
進
助
成
金
交
付
、
農
業

経
営
収
入
保
険
加
入
促
進

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

さ
ら
に
、
産
業
振
興
に
係

る
国
・
県
等
の
認
定
を
受

け
た
事
業
に
対
し
、
村
費

で
上
乗
せ
助
成
を
す
る
、

支
援
補
助
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。

村　

長
村　

長

村　

長

村　

長

村　

長

村　

長

　

改
正
さ
れ
た
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
で
、
令

和
６
年
度
末
ま
で
に
各
地

区
に
お
い
て
、
地
域
農
業

の
維
持
発
展
に
総
合
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に

地
域
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

村　

長
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
早
期
作
成
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

農
業
を
担
う
者
で
あ
る
家

族
後
継
者
や
、
新
規
就
農

者
も
含
め
て
、
村
内
で
大

き
く
農
業
経
営
を
し
て
い

る
農
業
者
を
中
心
に
、
建

設
的
な
意
見
を
出
し
て
も

ら
う
よ
う
、
村
農
業
経
営

発
展
に
関
す
る
意
見
を
も

ら
え
る
話
合
い
の
場
を
整

備
し
て
い
け
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

農
業
の
支
援
・
振
興
に

つ
い
て

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ

る
む
ら
に
つ
い
て

　

教
育
施
設
に
お
い
て
は
、

現
在
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
設

置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
幼

稚
園
、
児
童
館
、
滑
津
小

学
校
で
す
。
令
和
６
年
度

重
点
事
業
と
し
て
、
各
学

校
よ
り
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
要
望
が
あ
り
、
設
置
及

び
設
置
場
所
の
増
設
、
機

種
の
入
替
え
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
村
の

施
設
に
つ
い
て
も
必
要
に

応
じ
、
順
次
設
置
し
て
い

く
予
定
で
す
。

第
６
次
総
合
振
興
計
画

が
、
本
年
か
ら
10
年
間

の
計
画
期
間
で
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
「
み
ん
な

が
輝
ら
め
く　

豊
か
な

な
か
じ
ま
む
ら
」
と
題

し
て
、
前
計
画
の
反
省

を
踏
ま
え
作
成
さ
れ
た

と
考
え
ま
す
。
計
画
作

成
に
当
た
り
、
ま
と
め

る
時
間
が
早
急
で
あ
り
、

希
薄
に
感
じ
ま
す
。
最

重
要
課
題
の
本
計
画
に

対
し
、
今
後
、
積
極
的

に
提
案
し
て
い
き
た
い

と
考
え
質
問
し
ま
す
。
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議会だより　R6.２

村　

長

教
育
長

村　

長

環
境
豊
か
で
快
適
な
住

み
よ
い
む
ら
に
つ
い
て

心
豊
か
な
子
ど
も
育
み

自
己
を
磨
き
続
け
る
む

ら
に
つ
い
て

答
定数の見直しは行わず、最小の職員数で
最大の効果を挙げられるよう、業務の見直
し、ＤＸ推進等を実施する。

問 村職員の定数見直しの考えは？村職員の定数見直しの考えは？

　

公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
債
の
事
業
期
間

が
、
令
和
８
年
度
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。
舗
装
整
備

が
必
要
な
路
線
が
ま
だ
あ

り
、
残
り
の
期
間
内
で
整

備
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

村
で
は
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
輝
ら
キ
ッ
チ
ン
を

食
育
推
進
の
拠
点
と
し
て
、

幼
稚
園
、
小
、
中
学
校
の

子
供
た
ち
に
定
期
的
に
来

所
し
て
も
ら
い
、
調
理
風

景
を
見
る
見
学
学
習
を
行

い
な
が
ら
、
栄
養
教
諭
が

年
齢
に
応
じ
た
食
育
指
導

を
行
っ
て
い
る
。　

　

ま
た
、
小
、
中
学
校
を

訪
問
し
、
食
に
関
す
る
全

体
計
画
に
沿
っ
た
指
導
を

実
施
し
て
い
る
。

　

新
築
に
伴
う
確
認
申
請

時
に
、
み
な
し
道
路
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合

農
道
長
寿
命
化

事
業
の
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
は
。

食
育
の
推
進
は

ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

生
活
道
路
の
中

で
、
み
な
し
道
路

に
つ
い
て
位
置
づ
け
し

て
い
る
村
の
取
組
、
取

扱
い
に
つ
い
て
は
。

中
学
校
の
大
規

模
改
修
の
中
身
は

教
育
長

　

海
外
研
修
を
通
し
て
、

気
候
、
食
文
化
、
言
語
等

衣
食
住
や
、
経
済
・
文
化

を
見
聞
し
、
視
野
を
広
げ
、

自
分
た
ち
の
生
活
す
る
日

本
と
福
島
、
中
島
を
客
観

的
に
見
て
、
国
際
的
な
考

え
方
を
養
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
修
学

旅
行
が
あ
り
、
国
際
感
覚
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
異
文
化
の
尊
重
を
義

務
教
育
期
間
で
学
ん
だ
ま

と
め
の
機
会
と
定
義
づ
け

て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
修

学
旅
行
の
定
義
づ

け
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

教
育
長

　

村
公
共
施
設
管
理
計
画

に
基
づ
き
、
施
設
の
長
寿

命
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
、

外
壁
・
屋
上
修
繕
、
内
装

み
ん
な
が
い
き
い
き
暮

ら
せ
る
む
ら
に
つ
い
て

。

ヘ
ル
パ
ー
事
業

の
中
止
に
つ
い
て

今
後
の
対
策
は
。

村　

長

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
の

訪
問
介
護
事
業
所
に
お
い

て
、
職
員
不
足
に
伴
い
、

事
業
所
の
設
置
基
準
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
休

止
が
決
定
さ
れ
た
。

　

村
と
し
て
も
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
人
材
確

保
に
向
け
、
情
報
提
供
等

の
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、

福
祉
職
の
働
き
手
不
足
の

課
題
解
決
は
、
非
常
に
難

し
い
。
今
後
も
、
現
在
実

村
職
員
の
条
例

定
数
が
78
名
、
実

績
職
員
は
69
名
で
す
が
、

そ
の
中
で
、
働
き
方
改

革
へ
の
移
行
、
男
女
平

等
の
育
児
休
日
の
導
入

村　

長

　

今
年
４
月
時
点
の
職
員

数
は
70
名
と
定
数
に
は
達

し
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

当
面
、
定
数
条
例
改
正
の

予
定
は
な
い
。

　

村
で
は
、
国
の
指
針
に

よ
り
、
産
休
、
育
休
制
度

の
改
正
等
の
整
備
を
し
て

き
た
が
、
こ
れ
ま
で
取
得

し
た
職
員
は
全
て
女
性
職

員
で
あ
り
、
今
後
は
制
度

だ
け
で
な
く
、
意
識
改
革

及
び
体
制
整
備
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
体
制
整
備
に

お
け
る
人
員
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
余
裕
の
あ
る
人
員

で
な
い
が
、
住
民
負
担
の

増
加
抑
制
に
注
意
し
、
貴

重
な
人
材
を
生
か
す
た
め
、

最
小
の
職
員
数
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
、

業
務
の
見
直
し
、
Ｄ
Ｘ
推

進
等
を
実
施
し
、
職
員
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

と
、
新
ニ
ー
ズ
に
対
す

る
対
応
で
、
事
務
関
係

に
支
障
を
き
た
す
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
が
定
数

を
増
や
す
考
え
は
。

施
し
て
い
る
白
河
介
護
福

祉
専
門
学
校
へ
の
支
援
等

に
よ
る
専
門
職
の
人
材
育

成
、
人
材
確
保
に
努
め
る
。

万
全
を
期
す
る
た
め
、
さ

ら
な
る
安
全
対
策
を
検
討

中
で
す
。

は
、
県
の
担
当
課
と
協
議

を
重
ね
、
速
や
か
に
確
認

申
請
の
許
可
が
下
り
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
狭
あ
い
道
路
整

備
事
業
を
活
用
し
、
生
活

道
路
の
改
善
を
図
っ
て
い

る
。

改
修
、
冷
暖
房
設
備
更
新
、

水
回
り
修
繕
な
ど
が
主
な

工
事
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　

本
年
度
に
実
施
設
計
を

行
い
、
令
和
６
、
７
年
度

の
２
年
間
で
中
学
校
校
舎

の
大
規
模
改
修
工
事
を
行

う
計
画
で
す
。
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議会だより　R6.２

答 椎名　康夫 議員

地域計画は、地域ごとに、計画工程期間を定め
て、県との調整を進めて順次取り組んでいく。

問 人・農地プラン（地域計画）の人・農地プラン（地域計画）の
今後の年次計画は？今後の年次計画は？

基
礎
デ
ー
タ
、

基
礎
資
料
と
し
て

は
ま
と
ま
っ
た
の
か
。

回
答
の
中
で
ど

の
よ
う
な
意
見
が

多
か
っ
た
の
か
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
対
象
者
は
登
記
名

義
人
で
村
内
在
住
者
の

方
を
対
象
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
対
象
か
ら
外
し

た
主
な
内
容
と
し
て
、

共
有
地
、
村
外
在
住
者
、

故
人
、
転
出
者
、
施
設

入
居
者
、
現
況
地
目
が

農
地
以
外
の
も
の
、
公

共
機
関
所
有
地
で
す
。

村　

長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
、

項
目
ご
と
の
集
計
は
完

了
し
て
い
る
。

　

約
50
件
の
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
皆

様
そ
れ
ぞ
れ
農
業
に
対

す
る
意
識
や
考
え
方
、

こ
れ
か
ら
の
将
来
像
が

あ
り
、
思
い
も
感
じ
方

も
違
う
た
め
、
一
覧
表

に
ま
と
め
た
。
そ
の
中

で
も
、
貸
し
た
い
、
売

り
た
い
、
高
齢
の
た
め

営
農
が
厳
し
い
、
機
械

　

配
付
件
数
は
6
3
3

件
で
、
回
収
件
数
は

3
8
8
件
と
な
り
、
回

収
率
は
約
61
％
で
す
。

　

地
域
計
画
策
定
に
向

け
、
推
進
調
整
会
議
の

構
成
委
員
の
県
、
県
農

業
会
議
、
県
農
業
中
央

会
、
県
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会
、
県
農
業

振
興
公
社
（
県
農
地
中

間
管
理
機
構
）
、
東
北

農
政
局
、
Ｊ
Ａ
夢
み
な

み
農
業
協
同
組
合
、
村

土
地
改
良
区
、
村
農
業

委
員
会
等
へ
案
内
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
協
議
の

場
で
は
、
農
水
省
の
事

業
な
ど
に
よ
り
コ
ー
デ

村　

長

村　

長

村　

長

村　

長

者
な
ど
を
招
く
考
え
は

あ
る
の
か
。

　

先
般
、
農
業
者
の

方
々
に
将
来
の
農
業
経

営
の
在
り
方
に
つ
い
て

村
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
が
あ
っ
た
。
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

に
向
け
て
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、

農
業
者
が
話
合
い
に
基

づ
き
、
地
域
農
業
に
お

け
る
中
心
経
営
体
、
地

域
に
お
け
る
農
業
の
将

来
の
在
り
方
な
ど
を
明

確
化
し
、
市
町
村
が
公

表
す
る
こ
と
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
停

滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

き
た
が
、
５
年
先
、
10

年
先
の
中
島
村
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
あ

る
べ
き
姿
を
形
づ
く
る

大
変
重
要
な
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
だ
と
理
解
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
に
関
連
し
て
、

次
の
６
点
に
つ
い
て
伺

う
。

配
付
は
何
名
の

方
々
に
さ
れ
、
回

収
率
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。

設
備
が
で
き
な
い
、
農

業
で
は
生
活
で
き
な
い
、

後
継
者
が
い
て
も
就
農

し
な
い
な
ど
の
言
葉
が

あ
っ
た
。今

後
、
農
地
等

の
集
積
は
必
要
に

に
な
っ
て
く
る
と
思
う

が
、
そ
の
妨
げ
と
な
る

所
有
者
不
明
農
地
の
存

在
を
村
で
は
ど
の
程
度

把
握
し
て
い
る
の
か
。

ィ
ネ
ー
ト
能
力
の
あ
る

意
欲
あ
る
専
門
家
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
先
進
地
事
例
等

を
参
考
に
、
事
業
活
用

に
つ
い
て
の
検
討
を
し

て
い
く
。

　

現
在
、
農
業
委
員
会

に
お
い
て
村
が
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

内
容
を
、
農
地
の
出
し

手
と
受
け
手
の
意
向
を

シ
ス
テ
ム
に
取
り
ま
と

め
、
目
標
地
図
作
成
の

基
礎
資
料
と
な
る
現
況

地
図
を
作
成
し
て
い
る
。

　

来
年
度
中
の
完
成

を
目
指
す
地
域
計
画
は
、

取
組
項
目
が
５
つ
示
さ

れ
て
お
り
、
地
域
計
画

の
策
定
に
取
り
組
む
地

域
ご
と
に
、
計
画
工
程

期
間
を
定
め
て
、
県
と

の
調
整
を
進
め
て
順
次

取
り
組
ん
で
い
く
予
定

で
す
。

村　

長
こ
れ
か
ら
の
年

次
計
画
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

最
終
的
に
は
、

各
地
区
の
話
合
い

だ
と
思
う
が
、
そ
の
場

に
は
外
部
か
ら
の
学
識

8
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安全・安心して暮らせる村づくりのため泉川堤体かさ安全・安心して暮らせる村づくりのため泉川堤体かさ
上げ、阿武隈川の河川改修の要望をして欲しい上げ、阿武隈川の河川改修の要望をして欲しい

答 引き続き、国・県へ強く要望していく。

問

小室　重克 議員

　

代
畑
橋
右
岸
堤
防
に

つ
い
て
は
、県
道
取
付
け

の
関
係
で
堤
防
高
さ
が

不
足
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
が
、昨
年

度
、河
道
掘
削
を
実
施
し
、

下
流
へ
の
勾
配
も
あ
り
、

堤
防
高
さ
に
つ
い
て
も

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、か
さ
上
げ
を
行
う

予
定
は
な
い
と
聞
い
て
い

る
。

村　

長

　

代
畑
地
区
は
、
令
和

元
年
台
風
19
号
の
集
中

豪
雨
に
よ
り
、
予
想
を

は
る
か
に
超
え
る
家
屋

の
床
上
床
下
浸
水
、
水

田
や
農
業
施
設
等
の
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
阿
武
隈
川
の

浚
渫
、
河
道
掘
削
工
事

や
堤
防
強
化
工
事
、
そ

し
て
排
水
ポ
ン
プ
敷
地

造
成
工
事
等
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
次
の
箇
所

に
つ
い
て
も
必
要
と
思

わ
れ
る
が
村
の
考
え
は
。

代
畑
右
岸
堤
防

に
つ
い
て
は
、
工

事
予
定
が
な
い
と
聞
い

て
い
る
が
、
代
畑
住
民

調
査
で
は
、
泉
川
の
激

流
が
堤
防
を
乗
り
越
え

る
危
険
性
が
あ
っ
た
た

め
、
今
後
の
豪
雨
へ
の

不
安
は
非
常
に
大
き
い

も
の
が
あ
る
。
安
全
・

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
を
目
指
す
た
め

に
は
、
現
在
工
事
中
の

堤
防
強
化
工
事
に
併
せ

て
堤
防
の
か
さ
上
げ
を

関
係
機
関
に
強
く
要
望

し
て
欲
し
い
。

代
畑
地
区
は
、

洪
水
浸
水
想
定
地

区
で
す
。
し
か
し
、
住

民
の
避
難
所
は
な
く
、

消
防
屯
所
は
洪
水
時
に

屯
所
入
口
を
土
の
う
で

浸
水
を
防
ぐ
な
ど
非
常

に
危
険
状
態
で
し
た
。

代
畑
住
民
の
話
合
い
で

避
難
所
及
び
消
防
屯
所

の
用
地
確
保
は
し
て
い

る
も
の
の
、
既
存
の
道

路
か
ら
の
進
入
路
等
、

整
地
費
は
膨
大
で
22
戸

の
代
畑
行
政
区
、
ま
た
、

高
齢
世
帯
が
多
く
な
っ

て
い
る
行
政
区
と
し
て

は
負
担
が
多
過
ぎ
る
と

考
え
ま
す
。
国
等
へ
整

地
費
を
含
め
た
補
助
事

業
建
設
を
推
し
進
め
て

欲
し
い
。

　

代
畑
地
区
に
お
け
る

公
民
館
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
行
政
区
か
ら
の

要
望
を
通
じ
、
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
助
成
事
業
の
活
用
を

村　

長

示
し
て
い
る
。　
　

　

た
だ
、
そ
の
中
で
、
敷

地
造
成
等
の
部
分
つ
い
て

は
、
助
成
事
業
の
対
象
に

な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
今
回
質
問
の
造
成

等
に
関
し
、
防
災
関
係
の

補
助
等
に
つ
い
て
、
県
へ

の
照
会
も
含
め
調
査
を
し

た
と
こ
ろ
、
現
時
点
で
該

当
す
る
事
業
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
今
後
、
そ
れ

以
外
の
補
助
等
に
関
し
て

調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、

実
情
に
応
じ
た
補
助
対
応

を
国
等
へ
要
望
す
る
こ
と

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

鷹
ノ
巣
地
区
は
、

河
川
が
く
ね
っ
て
、

ま
た
河
道
は
狭
く
な
っ

て
い
る
た
め
豪
雨
時
に

は
堰
止
め
状
態
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
松

崎
地
区
、
代
畑
地
区
の

水
田
、
農
業
施
設
、
家

屋
等
の
被
害
が
出
て
い

る
以
前
か
ら
河
川
改
修

を
望
ん
で
い
る
箇
所
で

す
が
、
改
修
予
定
は
聞

こ
え
て
こ
な
い
。
今
後

と
も
、
国
・
県
等
に
要

望
し
て
欲
し
い
。

　

令
和
元
年
東
日
本
台

風
か
ら
の
早
期
復
旧
を

事
業
目
標
に
掲
げ
、
阿

武
隈
川
緊
急
治
水
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ

き
、
防
災
・
減
災
対
策

の
た
め
の
調
査
、
設
計

を
推
進
す
る
と
聞
い
て

い
る
。
松
崎
地
区
の
未

改
修
区
間
に
つ
い
て
も
、

県
管
理
区
間
と
し
て
河

川
整
備
計
画
案
を
策
定

中
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
引
き
続
き
国
・
県

に
要
望
し
て
い
く
。

村　

長

泉
川
堤
防
の
か
さ
上
げ
が
望

ま
れ
て
い
る

鷹
ノ
巣
地
区
の
河
川
改
修
が

望
ま
れ
て
い
る

9
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答 木村　秋夫 議員
舗装整備を進めていく。

問 中島天神西地区の農道を舗装中島天神西地区の農道を舗装
する考えは？する考えは？

　
　
　

中
島
天
神
西
地

　
　

区
の
農
道
整
備
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

こ
の
農
道
は
、
吉
岡
字

町
畑
と
中
島
天
神
東
に

係
る
用
水
路
に
面
し
て

い
ま
す
。
用
水
路
の
上

流
に
は
、
土
地
改
良
区

が
管
理
す
る
水
門
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
水
門
を
管
理
す
る
の

に
、
車
で
行
く
の
に
通

行
が
不
便
な
く
ら
い
荒

れ
果
て
て
い
る
農
道
を

村
で
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　

道
路
、
農
道
等

　
　

に
お
け
る
村
が
設

置
し
た
道
路
標
識
等
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
、

村
内
の
交
差
点
手
前
に

村
が
設
置
し
た
一
時
停

止
や
止
ま
れ
な
ど
の
標

識
が
、
劣
化
し
て
薄
く

な
り
見
え
に
く
く
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
標
識
は
、

交
通
事
故
を
起
こ
し
か

ね
な
い
と
思
う
が
、
村

で
は
、
こ
の
よ
う
な
標

識
の
維
持
管
理
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　

農
道
舗
装
整
備
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推

進
事
業
債
を
活
用
し
農
道

舗
装
整
備
を
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ご

質
問
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、

状
況
把
握
を
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
整
備
計
画
に

も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
事
業
期
間
内
で
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

村　

長

答 劣化等が進んでいるものについて、更新を
行っていく。

問 村設置の道路標識の維持管理に対する村設置の道路標識の維持管理に対する
考えは？考えは？

　

村
が
設
置
し
た
道
路
標

識
等
の
維
持
管
理
に
関

村　

長

す
る
質
問
で
あ
り
ま
す

が
、
標
識
や
看
板
に
つ
い

て
は
交
差
点
等
を
中
心
に

福
島
県
の
公
安
委
員
会
が

設
置
し
た
規
制
標
識
の
ほ

か
、
村
が
設
置
を
行
っ
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。
村
が

設
置
し
た
も
の
に
つ
い
て
、

危
険
個
所
へ
設
置
し
て
い

る
経
緯
が
あ
り
ま
す
の
で
、

劣
化
等
が
進
ん
で
い
る
も

の
に
つ
い
て
、
更
新
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

10
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ふ
く
し
ま
駅
伝
は
、
11

月
19
日
に
開
催
さ
れ
、
白

河
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ク
陸
上
競
技
場
か
ら
福

島
県
庁
ま
で
の
16
区
間
、

96
．3
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を

各
選
手
が
力
走
し
、
結
果

は
、
５
時
間
43
分
32
秒
で

総
合
22
位
、
村
の
部
３
位

と
、
昨
年
よ
り
大
き
く
順

位
を
上
げ
目
標
と
し
て
い

た
3
位
入
賞
と
な
り
ま
し

工
事
等
発
注
状
況

秋
の
イ
ベ
ン
ト
で

　
大
い
に
賑
わ
う

第
35
回

ふ
く
し
ま
駅
伝
で

　
　
村
の
部
３
位

　
な
か
じ
ま
議
会
だ
よ

り
」
表
紙
写
真
を
募
集

し
ま
す
。
ご
応
募
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
募
集
写
真

　
中
島
村
内
で
撮
影
さ

れ
た
カ
ラ
ー
写
真
（
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
）

■
応
募
資
格

　
中
島
村
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

■
応
募
方
法

　
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
写
真
の
タ
イ
ト

ル
、
撮
影
場
所
、
撮
影

日
時
を
記
載
し
、
議
会

事
務
局
へ
電
子
メ
ー
ル

か
、
直
接
電
子
デ
ー
タ

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り
日

○
令
和
６
年
５
月
号

　
令
和
６
年
３
月
29
日

■
選
考
方
法

　
編
集
委
員
会
で
選
考

の
上
、
採
用
写
真
を
決

定
し
ま
す
。
採
用
さ
れ

た
方
に
粗
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。
詳
細
は
村
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

表
紙
写
真
を

募
集
し

ま
す
！

２区を走る小室琉悟選手

た
。

　

選
手
１
人
１
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
区
間
に
し
っ
か
り

と
責
任
を
持
ち
走
っ
た
結

果
で
あ
り
、
１
秒
で
も
早

く
襷
を
つ
な
ぐ
思
い
が
伝

わ
る
大
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
令
和
２
年
か
ら

続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防

止
対
策
に
よ
る
規
制
が
な

く
な
り
、
10
月
に
は
「
な

か
じ
ま
輝
ら
×
２
秋
ま
つ

り
」
や
「
な
か
じ
ま
の
里

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
、
国
際
交
流
事
業
の

一
環
で
あ
る
「
マ
レ
ー
シ

ア
・
イ
ナ
ナ
ム
・
セ
カ
ン

ダ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
生
徒
招

聘
」
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
、
久
し
ぶ
り
に
、
賑

や
か
な
秋
の
イ
ベ
ン
ト
時

期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

役
場
整
備
事
業
庁
舎
建

築
工
事
で
あ
り
ま
す
が
、

既
存
庁
舎
の
改
修
工
事
及

び
増
築
部
分
に
お
い
て
も

お
よ
そ
95
％
の
進
捗
と
な

っ
て
お
り
、
1
月
20
日
の

完
了
に
向
け
、
順
調
に
進

捗
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
道
長
寿
命
化
事
業
６

路
線
８
工
区
に
つ
い
て
は
、

９
月
下
旬
発
注
し
ま
し
た
。

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
の
洋
式
庭
園
及
び
プ
ー

ル
施
設
等
の
撤
去
に
つ
い

て
は
、
解
体
設
計
業
務
が

完
了
し
、
解
体
工
事
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

滑
津
小
学
校
で
は
記
念

碑
土
台
改
修
工
事
が
完
了

し
、
吉
子
川
小
学
校
で
は
、

校
長
室
・
職
員
室
扉
改
修

工
事
が
完
了
し
、
幼
稚
園

で
は
南
側
囲
い
修
繕
工
事

が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
林
業
関
係
で
あ
り
ま

す
が
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、

村
内
７
地
区
に
お
い
て
事

業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
農
業
経
営
収

入
保
険
助
成
事
業
と
し
て
、

収
入
保
険
加
入
者
に
対
し
、

保
険
料
の
３
分
の
１
補
助

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
事
務
、
事
業

等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
年

度
内
完
了
に
向
け
順
調
に

進
ん
で
お
り
ま
す
。
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
の
幕
開
け
は
、
能
登
半
島
地
震
と
羽

田
空
港
に
於
け
る
民
間
機
と
海
上
保
安

機
の
衝
突
事
故
で
幕
開
け
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
私
た
ち
も

改
め
て
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
に
は
、

お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。
そ
し
て
、
い
ち
早
く
復
興

を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
様
、
お
祈
り
致
い

た
し
ま
す
。

　

さ
て
、中
島
村
は
、現
在
第
６
次
総

合
振
興
計
画
の
第
１
歩
を
ス
タ
ー
ト
し
、

２
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
、干
支
の
辰

の
如
く
実
施
に
向
け
大
き
く
舞
い
上
が

っ
て
行
く
事
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。村
民
と
共
に
行
動
す
る
処
で
あ
り

ま
す
の
で
、村
民
の
皆
様
今
後
と
も
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
小
林
）

編
　
集
　
後
　
記

11
月

6日 第35回ふくしま駅伝競走大会選手壮行会

17日 例月出納検査

21日 定期監査（～22日）

24日 議会運営委員会

25日 こどもの国の発表会（幼稚園）　 
川原田「新そばを味わう会」

26日 芸能発表会

29日 町村議会議長全国大会（～30日　東京都） 
定期監査講評

12
月

1日 第４回議会定例会開会【条例】
常任委員会

2日 クリスマス発表会（保育所）

5日 第４回議会定例会　【一般質問】　 
広報編集委員会

6日 第４回議会定例会　【条例等・補正予算】

22日 例月出納検査

25日 第4回白河地方広域市町村圏整備組合議会定例会

１
月

6日 二十歳を祝う会

7日 中島村表彰式  消防団出初式 
安全祈願祭  新年祝賀会

18日 広報編集委員会

19日 新年会員の集い

24日 例月出納検査

28日 東京なかじま会総会（東京都）

29日 議会運営委員会　全員協議会　 
第１回臨時会

30～31日 産業建設常任委員会等視察研修（須賀川市・新潟県
胎内市）

FAX 0248－52－2449
メール（議会事務局宛） 
gikai@vill-nakajima.jp

ご長寿さんを訪ねて
第 １ 回

　長生きの秘訣は農作業と答える程、体を動
かす事を大切にしています。
　食事は「玉子を毎日欠かさず食べ、時には
好物のサンマを自分で刺身用にさばいて食べ
る」と満面の笑みを浮かべ答えてくれました。
薬は血圧の薬のみ１日１粒服用しているとの
事です。視力も良く名刺の名前も読んでもら
えました。
　趣味は書道で村の文化祭に出品されていま
す。とにかく自身の体の管理は、しっかりと
されています。
　100歳を目前にし
て、村だけではなく
福島県の事も考えて
いると大変立派な見
識をお持ちです。大
正、昭和、平成、令
和と4つの時代を駆
け抜けて来られた髙
村さん、素晴らしい
ご長寿さんでした。
（椎名、小林）

今月号から始まる連載の第1回目として登場して頂き
ました。

▲農作業の様子

髙村　三郎さん（元村）
大正13年9月5日生

99
歳

　本文は令和５年12月中に取材した内容です。写真
も同時に撮影したものです。当人が令和６年１月28
日にご逝去されました。心よりお悔やみ申し上げます。
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